
＜オオキンケイギク＞＜オオキンケイギク＞

• 強靱な性質のため全国的に野生化し、河川敷や道路に
しばしば大群落をつくる。

• 本種の繁茂により、河川敷固有の植物が減少または消
失しており、在来の生態系への影響が懸念される 。



市内全域に広く分布しており、
市街地周辺に分布が集中す
る傾向が強い。

道路沿いに確認地点が多く、
道路沿いに分布を拡大してい
る可能性が高い。



主に道路沿いや庭、畑などで
確認されており、特定外来生
物に指定されていることを知
らずに栽培している例もある
ものと推測される。

本種は繁殖力が強いため、
何らかの対策を実施しないと、
今後もさらに個体数、分布域
ともに増加するものと予測さ
れる。



＜ナルトサワギク＞＜ナルトサワギク＞

• 急激に分布を拡大するため在来種との競合が懸念される。

• アルカロイドを含むため、家畜を含む草食動物に対して有
害である。



計8地点でナルトサワギクを
確認した。

児島地区北部では比較的分
布が集中している。

いずれも日当たりの良い環境
で確認されている。



確認地点は9メッシュにとどま
り、現状では、個体数も少なく、
分布域も局所的であると考え
られる。

児島地区北部などでは分布
を広げつつある傾向が見られ
ることから、早期に対策を実
施しなければ、分布域が拡大
していく危険性は高いものと
考えられる。



＜ブラジルチドメグサ＞＜ブラジルチドメグサ＞

• 各地の池沼や河川で大繁茂しており、水面を覆い尽くす
ので水生生物への影響が大きい 。

• 貧栄養の水系でも生育できるので、希少種の生育を脅か
す可能性が高い。



茶屋町の倉敷川近くの水路1
地点で確認。



ヒアリングの確認情報は、5
メッシュで得られたが、現地
踏査で確認した地点付近以
外は確実な情報ではない。

隣接する早島町では、既にブ
ラジルチドメグサが定着して
おり、水路づたいに倉敷市内
に侵入してきている 。

本種は繁殖力が高く、今後、
倉敷川などの河川に侵入し
た場合には、急速に分布域を
拡大するおそれがある。




